
グループディスカッション
議題補足資料
（資料３）

此花区役所



グループディスカッション班分け

• 大津課長（地域サ

ポート）

地域

づくり班

• 嶋村課長（保健）健康班

• 花田課長（福祉）福祉班

• 福﨑課長（子育て

教育）
子ども班

• 乗鞍課長（安全サ

ポート）

防災・

環境班

• 迫課長（政策共

創）

魅力

創出班
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地域づくり班
議題 コミュニティ活動の活性化について

資料
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学んだり育んだり、働くことや、暮らしていくこと、楽しむことや、支え合うことを、さまざま

な人が関わりながら取り組んでいく地域のつながり
地域コミュニティとは・・・

現状

課題

解決策

住民のライフスタイルの変化などにより地域コミュニティが希薄化しており、町会加入率の

低下（町会への加入世帯数が減少し続けている）や担い手不足の深刻化を招いている。

①新たな担い手の確保

②町会業務の効率化
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健康班
議題 健康意識向上や行動変容を促すための効果的な方法について
資料
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• 此花区は依然として区民の生活習慣病割合が高い。
（特に高血圧有病率が24区中高位）

• 患者一人当たりの医療費が高い。(入院、外来とも)

・LINEを活用した｢がんリテラシー向上｣に関する情報を発信。
（令和7年度は計24回配信）
・企業と連携して｢がんリテラシー向上｣に関するイベントを実施。
・スーパーや商店街、地域(ふれあい喫茶等)等へ出向いて血管年齢

測定を行い、健診等の啓発を行う。
・ LINEやホームページ、広報誌、チラシやポスター等、健康に関

する情報を様々な年代へ周知できるように発信する。

• 区民一人ひとりの健康意識向上のため、あらゆる世代に対して
健康に関する正しい知識の周知啓発が必要と考えている。

• 楽しみながら健康について考えていただく。



福祉班
議題 地域福祉を進める人材をいかに確保・育成していくか
資料 （目的）

・少子高齢化が進行し、課題を抱える区民や世帯が増加する中、行政や支援機関の支援のみでは、
自ずと限界があり、地域福祉を進めるための人材を、地域の中で増やしていく必要がある。

・此花区では「このはな地域見守りタイ」事業を実施しているが、ボランティアの不足や高齢化が
顕著であり、課題の掘り起こし機能や適切な支援へのつなぎ機能、住民への見守り機能の強化を
図り、効果的な事業とするため、人材確保の取組とともに、事業の見直しを行うこととしている。
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子ども班
議題 子どもたちの体験格差をどのようにすれば解消できるのか？
資料 （令和８年度の具体的な取り組み）

学校内・・教育格差なく、体験を提供可
学校外・・学校に捉われず、多様な体験を提供可
学校内・外の良さをそれぞれがお互いに補完しあい、子どもたちの体験が充実するように、企業な
どと連携した体験授業や職場体験を促進
取組例）職場体験を充実させるため、企業に協力依頼

出前授業などパッケージ化して学校に提供
企業と協力した学校外での体験イベントの企画

（問題提起）
・この取り組みで果たして体験格差が埋まるのか？
・学校に行きづらい子どもなどの対策は？
・体験することが目的ではない。
体験する意味は？それをどう伝えていくのか？

・小・中学校そして、その先の取り組みとしてどのようなものが考えられるか？

我々大人一人一人が子どもたちにできることは何でしょうか？

（参考）令和７年１１月「大阪エ
ヴェッサ」考える力授業
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防災・環境班
議題 個別避難計画の策定

資料 【目標】
 ◇個人情報が提供可能で優先度が高い要支援者

 (366名)に対し、個別避難計画100％策定をめざす。
【目標達成に向けた取組】
 ◇本人あて文書で通知及び自宅まで訪問し、「個別避難計画」

 を策定してもらう。
 ⇒複数回アプローチしても連絡が取れない方も含めると

100％達成
【課題】
 ◇個別避難計画100％達成しているものの、個人情報提供不可

の方（2,582名）が多くおられる。
【課題解決に向けた検討】
 ◇個人情報提供不可の方が多いため、同意がもらえる仕組みを検討する。
 ◇個人情報提供が不可でも災害時に支援ができる仕組みを検討する。（別紙あり）

≪優先度が高い要支援者≫
次の２点 を満たす者を重点課題として取り組むものとしている。
・戸建て又はマンション等集合住宅の２階以下の者
・単身で近隣に支援者がいない者

○優先度の高い要支援者の進捗状況（個人情報提供可）

令和8年4月30日時点

此花区避難行動要支援者数　３，８３５名

　　　2,582名

個

人

情

報

提

供

不

可

個

人

情

報

提

供

可

優先度が高い要支援者 要支援者

優先度が高い要支援者 要支援者

366名 887名

※優先度の状況では人数把握で

きていない。
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魅力創出班
議題 此花区公式LINEから配信する効果的な情報について
資料
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（目的）
・幅広い世代が利用している「此花区公式LINE」を活用して、必要な情報を必要な時に届
ける。
・此花区の将来ビジョンにも掲げている「伝わる広報」の土台作りでもあるLINE登録者数
を増やす。

（現状）
毎月１日に広報誌発行と子育て情報を配信。
毎週金曜日にイベントや行政からのお知らせを配信。

（議題）
・世代を問わず行政からの情報で知りたい情報、このような情
報がきたら参考になると思う情報はどのような情報なのか。
・知人にLINE登録をお勧めしたくなるLINE配信情報は？
（例）
・防犯・防災の啓発をもっと配信してほしい
・毎月の検診に関する情報を配信してほしい など

現在配信している情報（参考）
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